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昭和50年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の活動と興行形態の変遷
――小芝居・中芝居劇団の活動実態――

浅野　久枝

Ⅰ　はじめに

　歌舞伎の歴史上、同じ歌舞伎を演ずるジャンルの中でも「大歌舞伎」には入れられ
ない「小芝居」というジャンルが存在していた。しかし歌舞伎の歴史研究において「小
芝居」は軽んじられてきたといえよう。近年、幕末から明治期の歌舞伎研究において
これまで本流ではないとして重要視されてこなかった「小芝居」について目を向ける
べきとの考えが示されつつある。神山彰の「「近代演劇」の起点を明確にし、以後を
時系列的に配置することによって、かえって取りこぼされ、忌避され、見過ごされ、
排除されてしまうもの―そういう、不思議な力を持ち、多くの観客のメンタリティに
影響を与えた発想や実態」［神山 2006：13］に眼を向ける姿勢に同感した佐藤かつらは、
自身は見過ごされてきた小芝居に注目したいと述べ、細かな資料の検証から幕末･明
治期の歌舞伎の具体像を明らかにする研究を続けている［佐藤 2010：5-12］。
　「小芝居」の語は時代により様々な意味があり、佐藤は幕末・明治期の「小芝居」
を「歌舞伎以外の名義で公的な興行許可を得るが、実際には歌舞伎を演じた興行」と
定義している［佐藤 2010：10］。しかし大歌舞伎以外の歌舞伎は大正期以降も存在し
た。本稿で取り上げる三河屋市川市蔵自身や彼が率いた劇団が活動した大正・昭和期
では、劇団の規模や劇場の大きさではなく、ランクとして大歌舞伎の下に位置する歌
舞伎を「小芝居」と称したといってよかろう。東京では小芝居の活動の場であった寿
劇場が昭和20年（1945）3月の空襲で焼失し、戦後は寿劇場の残党による「かたばみ座」
の活動が小芝居の最後であったという理解が一般的である［阿部・小池 1983：179-
180］。しかし関西系の小芝居劇団は「中芝居」と呼ばれ、戦後も市松延見子一座1、
細川興行2、市川市蔵劇団など、数多くの中芝居劇団が地方興行の形で歌舞伎の上演
を続けていた。小芝居研究が進められつつあるとはいえ、戦後まで活動したこれらの
劇団についての研究は小芝居の「残存」として取りこぼされているといって良かろう。
　一方で一般庶民は娯楽として小芝居を劇場に見に行き、金銭を出して地元に呼んで
いた。彼らの「生活」の一部である娯楽は民俗学の研究対象となるはずだが、民俗学
では地元民自身が行う「民俗芸能」を中心に研究し、外から訪れる芸人に対しては「ム
ラの外部」であること、しかも「プロ集団」であることから注意を払われることがほ
ぼなかった。かくて、地方興行をする小芝居劇団の研究は歌舞伎研究からも民俗学･
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民俗芸能研究からも進められなかった。
　筆者は元市川市蔵劇団員のうち、現在も振付師として活動している岩井小紫師（本
名 兼元多恵子氏）と市川団四郎師（本名 今井勝三氏）姉弟に対してインタヴュー3を
行っている。小芝居の「残存」であったとしても、聞き取り調査という民俗学的手法
を用いて戦後の中芝居・小芝居の実態を記録し、研究することは大きな意義があると
考える。なお、明らかに関西系小芝居であることがわかる場合は｢中芝居｣と記すが、
関東系小芝居と中芝居は分け難いことも多いため、以下、基本的に「小芝居」と記す。
　さて本稿で取り上げる市川市蔵劇団は、昭和50年（1975）まで歌舞伎専門の中芝居
劇団として最も近年まで活動した劇団である。筆者はこれまでに、市蔵劇団が腕のあ
る役者家族をベースに実力のある小芝居の役者たちが加入したため長期間の上演活動
ができたこと［浅野 2021］、また彼らが上演してきた演目や演出の特徴から、近代の
大歌舞伎が削り取ってしまった江戸期の歌舞伎の様々な要素を小芝居の劇団が保持し
ていたこと［浅野 2022a，2022b］を明らかにした。しかし彼らの興行形態や日常生
活については触れることができなかった。また昭和30～40年代にかけて、彼らを取り
巻く環境も変化した。本稿では中芝居劇団市川市蔵劇団の活動実態とその歴史的変遷
に注目して記録し、考察していく4。
　以下の記述の理解のために、この当時の小芝居には女性の歌舞伎役者も多く活躍し
ていたことを一言説明しておく。市松延見子も三代目岩井小紫（多恵子）もその姉 
二代目岩井小紫（智子）も女役者であり、夫婦で役者を勤める人々も多かった。昭和
期の女役者の活動については稿を改めて論じたい。

Ⅱ　藤田栄（市川市蔵）が座組みした劇団の変遷

　市川市蔵劇団は兼元多恵子の実父 藤田栄（三河屋市川市蔵）の家族をベースにし
て昭和31年（1956）頃から活動を始めた。本章ではそこに至るまでの経緯及び、市蔵
劇団となってからの活動について時系列でまとめておく。

1　大正時代から太夫元として独立するまで
　市蔵劇団を率いた三河屋市川市蔵 本名藤田栄は明治34年（1901）、愛知県岡崎市に
生まれたが、先に大歌舞伎に入り、義太夫の太夫となった兄 初代竹本巽太夫 本名藤
田謙治郎（明治22年生）を頼って東京に出て大歌舞伎で役者修業を始めた。若年時の
修業など詳細は不明だが、藤田家は役者の家ではないため大正時代に入ってから役者
修業が始まったと思われる。五代目澤村田之助に弟子入りしたらしく、初期は澤村田
左衛門5を名乗った。栄は芝居も好きだったが、自らが太夫元6 （興行師）として興行
を打つことに興味があり、大歌舞伎を離れ幾つかの劇団に加入した。その一つが初代
備前屋中村芝寛 本名大森運平の一座であった。芝寛の長女 大森道子（明治36年生）
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と栄はここで出合って結婚し、大正13年（1924）に長男 藤田良浩（三河屋市川荒五
郎）、昭和4年（1929）に長女 智子（二代目岩井小紫）、今回の話者である三代目岩井
小紫となった多恵子（昭和11年生）や二代目市川団四郎となった勝三（昭和15年生）
が生まれ、一家全員が役者となった。
　時代を少し遡り、初代中村芝寛の劇団について概観しておく。初代芝寛（大森運
平）は明治5年（1872）、岡山県上道郡西大寺町（現在の岡山市）に生まれた。長女の
道子によれば、彼女の幼い頃から父は多くの弟子を持って一座を率いており、母 ち
ゑは一座のお家

いえ

さん（女将）として、主婦的な仕事は全くせず常に身ぎれいにしてい
たという。ちゑは芸事を習得しており、鳴物が得意であったため下

げ ざ

座も担当した。子
供達は幼少時より長唄や日舞などを習得してプロとなり、大正4年（1915）生まれの
息子 大森栄は二代目中村芝寛を襲ぐ役者となった7。
　一方、大歌舞伎を出た藤田栄は大正7年（1918）頃には中村芝寛一座に在籍し、役
者修業をしていた。藤田栄は大森道子との結婚を岳父 芝寛に反対されたため、大正
11年（1922）頃に二人で劇団を退団した。その後もあちこちの小芝居一座で修業をし、
昭和初年頃には月形龍之介の映画に立廻りの役で出演したこともある。当時は澤村田
左衛門、嵐傳二郎などいくつかの芸名を名乗っていた。昭和6年（1931）には市松延
見子・嵐三五郎（松尾國三）の一座に加入してアメリカ公演に参加した。この前後は
延見子一座と縁が深かったと思われる。昭和11年（1936）には、数え年8歳の智子を
連れて延見子一座に在籍し、智子は延見子の部屋子として修業した時期もあった。栄
は智子を延見子のような女役者にしたいと希望しており、また智子もそれに応え、早
くから重い役も演じられるほどに成長した。栄はその後、自ら太夫元になりたいと延
見子一座から退団した。

2　太夫元としての活動開始期
　昭和12年（1937）には藤田栄の岳父 初代芝寛が死去した。このときは栄が引き取っ
て看取った。芝寛の養子 大森多三郎が帰宅するまで出棺せず、栄の弟子達が遺体を
守ったという逸話から、その頃には栄が太夫元として一座を率いていたと思われる。
ちなみに初代芝寛死後、芝寛の次女 豊子の夫 中村芝之助 （小川徳蔵）は役者を廃業
して九州に住んだが、芝寛の妻ちゑ、息子の大森栄（二代目芝寛）、四女の登美子は
北海道函館を本拠として活動する初代市川団四郎一座に移籍した。
　藤田栄は昭和12～15年頃には太夫元として一座を組み、朝鮮や台湾にも渡り、智子
や多恵子も同行した。また、栄の兄 巽太夫とその義理の弟 初代岩井小紫も加入した
一座を組んだときには『壺坂霊験記』のお里を小紫が演じ、数え年5歳の多恵子は観
音役で初舞台を踏んだ。このときは伯父 巽太夫が多恵子を抱え、観音の台

せり ふ

詞も語っ
た。しかし、栄は常に一座を組んでいた訳ではなく、昭和18年（1943）には小芝居で
名のあった中村幹尾らと一座して横浜の芝居に出演し、昭和18～19年頃には小芝居の
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大物、市川鶴之助の一座に加入している。このときは多恵子と勝三は子役として参加
した。同じ頃、やはり小芝居の大物、澤村清之助を上置きとする一座を栄自ら座組し
て興行した。このとき、多恵子は清之助の子役を勤めている。しかし戦中の昭和19年
頃から終戦直後は座組をすることが難しかった。戦中は役者達にも赤紙が来た（後
述）。
　昭和20～21年（1945-46）頃、坂東相十郎が太夫元、松本高麗之助が座頭の一座に
栄や娘息子達も参加した。10代の智子が『黒

くろてぐみすけろく

手組助六』の揚巻を演じ、多恵子や勝三
は禿
かむろ

で出演した。このときは二代目猿之助の弟子 市川猿十郎や秀猿も一座していた。
昭和22年（1947）頃は細川興行に加入し、細川の看板であった市川右田次が貞任、栄
が宗任を演じ、二代目岩井小紫を襲名した智子も10代ながら『京人形』を勤め、重い
役も演じていた。

3　本格的な太夫元としての活動
　昭和23年（1948）頃から栄が本格的な太夫元となり、一座を率いて全国を廻った。
自らも舞台に立ったが、最初から家族を中心に座組をしていた訳ではなく、市蔵の眼
鏡にかなう役者を劇団の中心に据えた座組をし、小さい芝居から次第に大きな芝居に
していった。
　昭和25～26年（1950-51）頃から、二代目岩井小紫（智子）を看板とする「岩井小
紫劇団」の名を使うようになった。一枚看板ではなく、七代目嵐三五郎など当時の小
芝居で名のある役者を加入させての座組であった。また、化け猫女優として名を馳せ
た鈴木澄子の地方公演に一座し、『有馬猫』を栄が演出したこともある。
　昭和26年9月、初代芝寛の妻 大森ちゑが死去した。それをきっかけに函館を本拠と
する市川団四郎一座に在籍していた多恵子の母方叔父叔母、すなわち二代目芝寛（大
森栄）、下座担当の登美子叔母とその夫市川福之助（小林常太郎）が「小紫劇団」に
移籍した。

4　二代目小紫（智子）の結核発症および三代目小紫と市川市蔵の襲名
　昭和26年、智子が結核を発症し、一時休業した。その穴を埋めるため、女方として
腕のある、多恵子の母方叔母 豊子の夫 中村芝之助（小川徳蔵）を九州から呼び寄せ
た。しかし九州での家業のこともあり、九州の少女歌劇団で日舞を踊っていた佐藤キ
ミエを登庸し、芝之助は九州へ戻った。臨時のこととて一時期キミエに小紫を名乗ら
せて興行し、一方で次女多恵子に対して猛特訓が始まった。当時、中芝居では『壇

だんの

浦
うら

兜
かぶと

軍
ぐ ん き

記』の阿
あ

古
こ や

屋が演じられなければ一人前の女方ではないとされていた。多恵子は
琴と三味線はすでに習得していたが、阿古屋を演じるためには胡弓が不可欠であり、
泣きながら稽古を重ねた。そして昭和27年（1952）頃から多恵子が三代目岩井小紫を
襲名し、劇団名は「小紫劇団」または上置きの役者名の一座として活動した。六代目
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嵐みんしや五代目嵐璃珏を上置きに招いたのもこの頃である。また、佐藤キミエと多
恵子の兄 良浩は結婚し、キミエは岩井此の糸として役者を続けた。昭和27年には症
状の安定した智子が興行師 清水弘と結婚し、翌年には一子をもうけた。智子は雪之
丞を名乗り、復帰した。昭和29～30年（1954-55）頃、阿古屋の演じられる役者が二
人居ることから『二人阿古屋』という珍しい演目を上演し得たのもこの時期である。
　昭和28年（1953）頃、藤田栄は興行師出浦の仲介で「三河屋市川市蔵」を襲名した。
昭和31年（1956）前後から「市川市蔵劇団」の名を使うようになったと思われる。ま
た、昭和29年頃に加入した中村時若（兼元末次）と多恵子は昭和32年（1957）に結婚
した。しかし結核が再発した智子は昭和33年（1958）帰らぬ人となり、同年に多恵子
は長男を出産した。多恵子は妊娠中も役者を続け、出産後も子供と共に活動を続け
た。

5　小芝居劇団の減少期――市蔵劇団に集まる役者たちと劇団「二部」
　昭和20年代後半から30年代は映画全盛時代だったが、市蔵劇団の公演はいつも大入
りだった。団員数も多かったため昭和29年頃、市蔵は劇団をもう一つ作った。その劇
団のことを「二部」と呼び、長男の荒五郎（良浩）を太夫元として運営を任せた。し
かし二部の運営は難しく、昭和34年（1959）頃に解散した。二部の役者が市蔵劇団に
合流したため、団員60人を超える大所帯となり、「二座合同」と銘打って大人数で興
行した時期もあった。また、昭和34年には函館の市川団四郎一座が解散し、そこに一
座していた大歌舞伎出身の澤村千鳥らも合流した。昭和35年（1960）頃には片岡延若
が加入した。小芝居の世界で「延若さん」といえば片岡延若を指し、自身の一枚看板
で全国を廻っていたが昭和30年代に興行が成立せず、一座を解散して数人の座員と共
に移籍してきた。延若は『双

ふたおもて

面』の法界坊、『鳴神』の鳴神上人等を演じ、劇団とし
ての演目数も増えた。
　昭和36年（1961）頃には初代市川猿四郎を招いたこともあった。また市川鶴之助は
紆余曲折の後、弟子の女役者市川右鶴とともに「鶴之助・右鶴」の看板を掲げて全国
を廻っていたが、昭和33年に没した。残された右鶴は東京のかたばみ座に出るなどし
たが、昭和37～38年（1962-63）頃に市蔵劇団に加入し、『熊谷陣屋』の相模など、立
女方として活躍した。昭和39年（1964）頃、延若と右鶴は共に脱退し、延若の出身地
である北海道などを廻っていたが、延若が病に倒れて解散した。
　新鋭歌舞伎8出身の初代中村福太郎は新鋭歌舞伎が昭和20年代後半に解散した後、
昭和37年頃まで自らが座頭になって地方公演をしていた。昭和38年頃、短期間市蔵劇
団に加入したが、昭和39年に再加入し、亡くなるまで立

たておやま

女方として活躍した。
　腕のある小芝居役者が座頭となって興行をする劇団は多くあったが、昭和30年以
降、興行が成り立たず、興行師として力のあった藤田栄が座組みする市蔵劇団に役者
が集まって来た。そのことが長く興行を持続し得た理由でもある。他の劇団がつぶれ
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ていく中、市蔵劇団の公演は大入り満員を続けた。昭和36年、京都府園部市の園部会
館での公演中、人が入りすぎて中二階が落ちる事故（後述）があったほどである。
　また函館の団四郎一座は解散していたが、昭和38年からは函館棒二デパートのホー
ルで「市川団四郎一座」の正月公演が開始され、昭和48年（1973）まで続いた。この
公演では市蔵劇団から毎回数人が手伝いに行き、昭和48年の最終公演では市蔵劇団が
全面的にバックアップした。この交流がきっかけとなり、初代団四郎（今井由吉）の
娘 今井由枝と勝三は昭和48年に結婚し、勝三は三代目中村芝寛改め二代目市川団四
郎を襲名した。

6　小芝居劇団の終末期
　昭和32～35年の数年間は年間の映画観客動員数が10億人を超え、その当時の映画館
数は7,000館を超えた［田中1976：514］。映画全盛の時代には役者たちがスカウトさ
れていった。多恵子の夫の兼元末次（中村時若）でさえ、昭和35年に数ヶ月ではあっ
たが芝居を離れ、東映に入社した。川谷拓三と同期であった。下廻りではなかった時
若でさえ芝居から飛び出ようとしたほどであるので、芝居が好きで歌舞伎の世界に
入った若者でも、やはり映画に憧れ、新天地を求め、少しでも給金の高い方に流れて
いった。腰元役など下廻り役者の減少は止まらなかった。こうした中、市蔵劇団と同
様、中芝居劇団として全国を廻っていた細川興行は、新鋭歌舞伎出身の片岡秀郎や小
芝居で名の知れ渡っていた市川栄舛、七代目嵐三五郎、尾上梅玉、大谷広三郎、澤村
國十郎などの役者を抱えて活動していたが、昭和45年（1970）に解散した。最後の太
夫元は三味線方の豊澤重松で、解散後は松竹の竹本に入った。役者を廃業した者もい
たが、尾上梅玉、大谷広三郎などは市蔵劇団に移籍した。このように芯を取れるよう
なしっかりした役者は集まったが、若い役者はなかなか加入しなかった。昭和45年頃
は、4～5人は並んでいた腰元が3人、2人となり「なんか歯抜けみたい」という状況に
なった。「大きな芸題を出さなければ歌舞伎とは言えない」という矜恃で公演してき
たが、下廻りの減少により多人数で上演する「大きな芸題」は難しくなった。時代物
より少人数で出来る世話物、所作事でも『道成寺』をやめて『戻橋』にするようになっ
ていった。下廻り役者の減少は小芝居興行衰退の一つの理由である。
　また施設面でも変化が多かった。スクリーンを常設する芝居小屋が増え、舞台のス
ペースが少なくなり、またスクリーンは傷つきやすく道具が軽く当たればすぐに切れ
た。傷つければ「弁償の額がすごくて興行どころではなくなる」ので、気を遣いなが
ら芝居をするようになった。さらに映画主体になった小屋では大道具も道具方も置か
なくなった。
　そして昭和40年（1965）過ぎには各地に「市民会館」等と呼ばれる施設が建設され
るようになり、状況はさらに悪化した。「会館」には花道も奈落もスッポンもないこ
とが多く、上演できない演目が出てきたり、演出を変更したり、という状況になっ
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た。芝居小屋ならば下廻りは楽屋に宿泊できたが、「会館」では不可能となった。ま
た、「会館」は時間貸しなので「10分でもオーバーしたら追加料金を取られ」、終演時
間が厳しくなった。時間が押した時にはその場で臨機応変にカットし、花道がないと
きは出を遅くするなどして時間を調整した。さらに大きな変化は「会館」には大道具
が全く無いことで、このことが小さい小芝居劇団の存続を不可能にさせた大きな理由
だった。この状況下にあって市蔵劇団では自ら大道具を用意し、道具方も雇い、ト
ラックで運ぶというシステムに切り替えたため、長く公演活動を持続し得たのであっ
た。
　しかし、映画館仕様になった小屋や「市民会館」には「面

つらあか

灯り」の照明もないため
照明器具までも持参し、取り付けもせねばならなくなった。下廻りの役者も手伝わね
ばならない時もあり「そうなってくると、もう…嫌なんですよ、そういうの見てるの
が」という状況が増えた。さらにベテランの衣裳屋、鬘屋の老齢化により衣裳や鬘の
質を保つことが難しく、それに加えて義太夫方も子役のなり手も減少した。最後まで
興行的には成り立っており「あまりに多くて3回公演をしたこと」すらあった。芯に
なる役者は居たので芝居自体はできたが、下廻りや裏方のスタッフが居なければ興行
は成立しない。スタッフ不足、業者不足、公演施設の不備等の条件が重なり「あまり
みっともないことはできない」と解散を決断し、ついに昭和50年12月15日、愛知県安
城市の市民会館での公演をもって、市蔵劇団は幕を閉じた。

Ⅲ　興行の実態と役者たちの日常

1　興行のシステム
興行スタイル　戦後の中芝居劇団の活動は、基本的には地方を巡演して回る形であっ
た。都会では数日から10日間ほどの常打興行をした。その場合は毎日演目を変える。
それ以外の場所では1日公演で次の興行地に移動した。座組をして演目が決まれば、
衣裳などを整え、1年間同じ演目で回るのが基本であった。
座組　同じ座組と演目構成で公演し、1年終わると次の年は演目を組み替えた。座組
は太夫元が行う。市蔵の家族たちはそれなりの腕があったが、力のある役者を招聘し
て「上置き」すなわち座頭に据えた。「父がこれは、と思った役者を劇団に迎えたん
です。よそで通用してもうちではなぁ、という人は呼ばなかった」と多恵子は語る。
招聘した役者のランクがAクラスであった場合、その脇役にはそれなりの役者でない
と勤まらない。それらを考慮しながら座組をした。看板役者が良くても、座組を失敗
すれば興行は失敗する。そのためにも太夫元は常にある程度の資金の用意が必要だっ
た。
　また興行師が大勢の役者を集め、短期間に大合同した一座を組むこともあった。先
述した市川鶴之助は昭和20年代まで弟子の女役者 市川右鶴と「鶴之助・右鶴一座」
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として地方を廻り、人気を博していた。また人形振りが素晴らしかった女役者 市川
九女八 9は、新鋭歌舞伎出身の尾上多見丸と二人で一座を組んで活動していた10。市蔵
の座組ではないが、この二つの一座が大合同をして『寺子屋』を演じたことがあった。
「多見丸さんが松王して九女八さんが千代。鶴之助さんが源蔵で右鶴さんが戸浪。多
見丸さんは細型やけど松王ができる。そして鶴之助さん、こんなええ源蔵無いと思う
くらい良い。お互いが丁々発止ですごく良い芝居だった」と多恵子は聞き及んでい
る。
　しかし実力のある役者一座でも長続きさせるのは難しかった。「この4人は小芝居と
言えないくらい力はあるねん。ただそれをどう座組みをしてどんだけ大きくしていけ
るかがね」。素晴らしい芝居をしても「自分が太夫元で興行打って、しかも座頭でも
いきたい、それは難しい。自分たち以外の良い役者を集めるのが難しいからね。父は
自分が座頭でなくても、興行の方でやりたい気持ちが強かったから」と多恵子は語
る。市蔵のように太夫元と兼ねられる役者は少なかった。腕も人気もあった役者が看
板でも、長く興行できなかったのにはそういう理由があった。
演目と役決め　座組が決まれば、看板役者の演し物（得意演目）を中心に演目を決め、
配役する。これも太夫元の重要な仕事で、客入りの良い演目構成を作れるかどうかが
興行成功の鍵だった。看板役者でも自らこの役がしたいと申し出ることはなかった。
市蔵がこの人ならこの役と決めて役者に「いけますか」と打診した。例えば立女形の
初代福太郎も「婆でも何でもしはったで。その代わり婆で持って行けるような良い婆
やったからねえ」。こうした当を得た役決めができるのが力のある太夫元だった。
劇団の名称　看板役者名を前面に出した「○○一座」としたり、「東京大歌舞伎 市川
市蔵劇団」と銘打ったりした。とくに昭和40年以降は「東京大歌舞伎」の名をよく使っ
た。関西系の劇団だったが、常に東京の役者も在籍していたので決して間違いではな
い。また「東京」と名乗ることで「地方でははったりが効いたんでしょうね」と勝三
は語る。しかし「東京大歌舞伎」と名乗ったのは市蔵劇団だけではなく、数多くの小
芝居劇団も使っていた11。
営業　昼夜公演の場合、昼の最後に大受けする演目を配置し、夜もまた来たいと思わ
せるような演目を組んだ。それも太夫元である市蔵の手腕にかかっていた。独自演目
の『諏訪明神』は早替りと人形振りに加え、幕切は義太夫連までが火焔宝珠の衣裳に
引き抜くという派手な演目で、これを昼の切に演じ、夜は『日高川』にすれば大入り
だったという。市民会館になって以降は、老人クラブ、婦人会、遺族会などに優待券
を出せば入りきらないほどになった。
巡業コース　北海道、東北、北陸、信州、東海、四国、中国、九州と、各地に興行師
が存在した。太夫元は地域の興行師と交渉して全国を一回りするコースを設定し、日
程をあらかじめ決めて巡業した。2月は休みで、3月から九州を廻った。九州では、福
岡県福岡市、北九州市八幡と小倉、4月上旬に飯塚市、久留米市から大分県の別府市、
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宮崎県を廻り、長崎県と佐賀県は3年に一度くらい訪れた。九州の後、広島県、岡山
県から鳥取県など山陰も廻り、5～6月の農繁期は地方を廻らず大阪に行った。大阪池
田呉服座では空豆の収穫後、田植えの前の一時期10日間ほどの常打興行を行った。こ
れは「豆芝居」と言い、農閑期の楽しみとして大入り満員だった。毎日狂言を取り替
えて演じた。ベテランの役者たちは太夫に注文があればお願いに行く程度で、たいし
た稽古も打ち合わせもせずに毎日違う演目を上演できたが、初役の付いた若手は先輩
役者に「聞きまくって、勉強」する場になった。
　呉服座の後は大阪寿座など小さい劇場で公演をした。神戸市、京都市内、園部市、
その後は滋賀県大津、彦根、長浜を廻って北陸に入り、福井県敦賀市、福井市から石
川県小松市、金沢市に行った。金沢市東廓の歌舞練場では一週間公演をしたが、お座
敷に出る前の芸妓たちや小松市の贔屓客も来た。その後、富山の魚津から新潟に入
り、見附、三条、燕などを廻り、東北へ入り、宮城県仙台市では客の入りが良かっ
た。青森県青森市へも行った。
　2月と8月は興行の低調になる月だが、市蔵劇団は8月に涼しい北海道へ興行に行っ
た。夏でも部屋には暖炉があり、湯を使わないと冷たくて顔を洗えなかった。一ヶ月
は滞在したので道内20ケ所程度は廻ったが、函館、札幌、釧路の三ヶ所は必ず廻っ
た。
　東京都内は八王子や青梅を廻った。千葉県や栃木県宇都宮、神奈川県、静岡県、愛
知県の東海道へも行った。静岡は清水市（現静岡市）、岐阜県は下呂の鳳凰座など、
長野県は下諏訪、飯山市、山梨県甲府市にも行った。四国も廻り、香川県金比羅の金
丸座でも公演した。全国を廻って12月半ばに近畿に入り、正月公演をして一年の興行
が終わる。昭和38年からは函館の棒二デパートでの「市川団四郎一座正月公演」にメ
ンバーが応援に行くようになったが、基本的には2月は休み月だった。他の一座では
巡業が破綻し、興行途中での解散もあったが、市蔵劇団ではそのようなことは一度も
なかったという。
公演の場　基本的には各都市にある芝居小屋、例えば函館市の巴座、神戸の八千代
座、大阪池田の呉服座、京都の西陣劇場、岐阜県下呂の鳳凰座、長野県下諏訪の御田
劇場、香川県金比羅の金丸座、福岡市博多の大博劇場、博多座、飯塚市の嘉穂劇場な
どや、京都祇園甲部歌舞練場や石川県金沢茶屋街の東廓歌舞練場（東会館）など花街
の歌舞練場で公演した。
　昭和40年前後、数多く建てられた温泉センターや、大道具を持参して公演をするよ
うになった昭和45年前後からは学校の講堂でも公演し、市民会館で市主催の公演も
行った。
劇場の造り　「昔の芝居小屋は奈落も早替わりすることを前提に造ってあった」所が
多かった。嘉穂劇場のように奈落を通らずに花道に行ける古い構造12の小屋もよくあ
り、花道を引っ込んだ後、客席の外側の廊下を通って楽屋に行くことができた。「私
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が花道を入って廊下を歩いていたら向こうから嘉穂劇場の飼い犬が来てね。パッと目
が合って、そのまま歩いて入れ変わってハッと振り返ったら犬もパッと振り返ったの
（笑）」という笑えるエピソードもある。劇場の飼い犬だけに芝居気があったものなの
か、その場面を想像すると愉快である。窓を照明として使う「蝋燭芝居」をする小屋
もまだまだあった。
　ところが、小屋がなくなり各地に造られた「会館」では奈落があっても早替りなど
を考えずに造られたために、演り難くなっていった。
劇場に用意されていた大道具　芝居小屋には大道具も、「置き道具」と呼ばれる行灯
などの小道具も常設され、大道具部屋、小道具部屋があり、道具方は何人も居た。演
目と必要な大道具と配置を絵入りで書いた「道具帳」をあらかじめ劇場に送っておけ
ば道具方がすべて作って用意し、到着すれば舞台ができあがっていた。
芝居の片付けと移動　一日から数日で移動をするので、衣裳も小道具も「出したらし
まうことを考えて」おり「一幕済んだらどんどん片づけていく。最後の芝居が打ち終
わったら大方片づいて」いたという。役者は出番が済めば「化粧道具などをタッと片
付け」荷造りをして、宿に戻った。舞台が終わるまで待つのは「下っ端の役者」だけ
だった。荷物はその日のうちに次の公演地に送られる。昭和20年代での移動は汽車、
列車で、荷物はチッキ（鉄道小荷物輸送）で運んだ。役者が夜間に移動することも
あったが移動距離は比較的短いので、たいていは翌朝移動して次の場所に乗り込ん
だ。到着駅から劇場まで「常識ある興行師」ならば全員タクシーで乗り込んだが、通
常は幹部だけがタクシーで他の者は歩きで乗り込んだ。これも一つの宣伝となった。
さらに格下の興行師の場合は待遇が悪く、トラックに乗せられることもあった。
　昭和32年頃はまだ芝居小屋に常式の大道具があったので、貸し切りバスでの移動が
可能だった。その後、大きめの乗用車数台とトラックで移動するようになった。
田舎への巡業　時には田舎への巡業もあった。農村の人達が請け合って座を買った場
合、トラックに乗せられて田舎まで行った。旅館の無い所では各家々に分宿し、青年
団の若者が世話係を行ってくれることもあった。回り舞台を持つことが自慢のムラも
あった。
給金と待遇　市蔵劇団は一年間安定した興行が続き、家庭を持つ役者も居ることを考
慮して前払いをし、不払いは絶対になかったという。それができたのは太夫元である
市蔵の力による。他の一座の場合、座組みして興行を打ち1～2ヶ月続いたとしても後
が続かなければ途中解散し、次の興行は新たに座組することが多かった。そのかわり
給金は市蔵劇団と比べて高い場合があった。市蔵劇団は少し安くても安定しているの
が強みで、1年以上長く在籍する役者が多かった理由もそこにあった。多恵子の夫と
なった中村時若の場合、『太功記十段目』で女役者の座頭 嵐八千代が演ずる十次郎の
相手役 初菊で誘われ、同時に市蔵劇団からは十次郎役のオファーが入った。時若と
しては十次郎役で迎えられるということ、給金が少し安くても1年間安定しているこ

 88



昭和50年まで活動した中芝居劇団　市川市蔵劇団の活動と興行形態の変遷　――小芝居・中芝居劇団の活動実態――

と、劇団として八千代一座よりも大きいこと、等の理由で市蔵劇団を選んだという。
稽古　演目が決定しても通し稽古はせず、配役が決まれば自分で稽古をし、互いの動
きや義太夫との打合わせをした。他の劇団との合同公演でも通し稽古はせず、簡単な
全体稽古で合わせた。「それで合ったよね。やっぱりプロやから」だという。しかし、
若手は先輩役者に稽古してもらった。主役が東京の役者なら東京の先輩役者に習い、
東京の役者は上方の演目を関西の先輩に習った。先輩は「きっちりと、心得から形か
ら全部教えてくれます。自分勝手にはしないで絶対習いに行くの。しかも良く知って
いる役者が劇団には必ず居たんですよ」。多恵子は役が決まれば「歩く百段集」と呼
ばれた福之助叔父に稽古を願ったという。演し物をする主役からその人の型も教わっ
た。「勝手に考えてやると、それ何を考えてやってるんだ、誰の型でやってんの、と
言われるじゃない。誰の型ですって答えても、そんな型はないって言われたらどうし
ようもないしね。前に習っておいたら楽でしょ。ちゃんと教えてもらった上であとは
工夫。芝居は工夫ですよ」という。

2　スタッフ
興行師　各地域にそれぞれ興行師が居り、興行師が劇団を買う場合もあれば、売り上
げを劇団と興行師で折半にする形などいろいろあった。太夫元である市蔵が座組を
し、演目も決め、それを興行師に売り込んでルートを決めていった。
　北海道は本間興行社、福井・富山・石川の北陸と新潟はいずみ興行社、浜松近辺は
野末興行社、京阪神は元義太夫三味線方 鶴沢越雄の出浦興行社、長野県は土井興行
社、九州は荒五郎（良浩）の妻 キミエの兄だった。興行師もいろいろで、その中で
いずみ興行社は待遇が良く、良いホテルを用意してくれたという。良い興行師が受け
た所では、良い着物にお太鼓帯を締めておしゃれをして乗り込んだ。一方、「安モン
の所（興行師）だったらそれこそ普段着みたいな姿で、もうええわってな感じ」で乗
り込むという違いがあった。
太夫元　昭和期に使われた「太夫元」の語は、上方でいう「座本」とほぼ同じで、座
頭役者と興行師を兼ね、金主から資金提供を受けて座組し、興行の責任を持つ役目で
ある13。市蔵劇団では自己資金で運営していた。
団員数と構成　団員数はその時々で変わった。「二部」が解散して役者が市蔵劇団に
戻ったときは60人を超える大所帯だったが、常時40人は居た。外部からの幹部役者が
5～6人と家族の役者、そして中堅どころと下廻りの役者が居た。立ち役、女方、娘
役、その他の役、それぞれ3～4人は居たので、10日間の常打ちで毎日演目を変えても
大丈夫だった。『鮨屋』『寺子屋』『安達原三段目』『太功記十段目』『忠臣蔵 通し』や、
所化が大勢必要な『道成寺』など多数で演ずる大きな芝居でも上演可能だった。腰元
も4～5人は並ぶので下廻りの役者は大勢必要だが、昭和30年代までは充分な数の役者
が揃っていた。しかし先述のように昭和40年代中頃から下廻りを勤める役者の減少が
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止まらなかった。
弟子　のちに十七代目中村勘三郎の弟子になり大歌舞伎役者になった二代目中村源左
衛門は鳥取県出身である。昭和24年（1949）頃、彼が16歳くらいのとき、鳥取公演中
に弟子入りを願ったが市蔵はなかなか入門を許さなかった。彼が部屋の前に長時間
座って熱心に願うのでついに弟子にした。栄の一字を取って「市川栄三」の名を与え
てトンボをみっちり仕込んだ。4年間、劇団に在籍したのち十七代目中村勘三郎に弟
子入りしたが「トンボの返れる役者として重宝された」と市蔵に感謝していたという。
市蔵には弟子が多かったが、二代目小紫（智子）にも三代目小紫の多恵子にも弟子が
居た。姉の存命中は、姉の方が役者の格が上でも、弟子同士は張り合ってよく喧嘩を
していたという。弟子入りするとワカイシ、ワカイシュウと呼ばれ、洗濯や荷物運
び、舞台では下廻りから修業が始まった。
子役　劇団内の役者の子が子役を演じた。昭和30年代は兄 良浩の息子や多恵子の長
男など数人居たが、昭和45年前後になると昭和40年生まれの多恵子の次男ただ一人と
なったので、わがまま放題だった。「この役が終わったらおもちゃ買ってやる」など
と皆に甘やかされた。ぐずるときは母親の多恵子が後見をしてなんとか幕を上げた。
『鮨屋』『盛綱陣屋』『寺子屋』『どんどろ』『重の井』も子役が必要な芝居で、解散間
近の時期には複数の子役が必要な『寺子屋』などは上演できなくなった。
裏方のスタッフ　劇団と同行するスタッフは頭取1名、先

さき

乗
の

り1名、狂言方1名、義太
夫最低3組（6名）、長唄連4名程度、下座（囃子･鳴物）3～4名、衣裳方2名、床山1名、
小道具係1名、小

こぎれがかり

裂係1名だった。
頭取　頭取は役者のとりまとめをする立場で、元役者か現役役者が行った。一般的に
配役は頭取が行うが、市蔵劇団では市蔵が中心で決め、市蔵か頭取が役者へ伝えた。
昭和40年頃からは福之助叔父が頭取をした。頭取はしっかりした人でないと勤まらな
かった。
先乗り　一行が乗り込む前日に「先乗り」役が先に現地に入り、大道具などの点検、
楽屋の「位置決め」や鏡台の割り振り、宿の「部屋決め」を行い、鏡台や部屋に役者
の名前を貼るなどの準備をした。
狂言方　ツケや柝を打つ役。関西では「狂言方」がツケ打ちと柝の両方を勤める。関
東では狂言方が柝を打ち、ツケは大道具の人が打つという違いがあった。
義太夫方　昼夜で一日8本も上演するため、3組（太夫3人三味線3人）6人以上は必要
だった。しかし昭和40年を過ぎた頃から義太夫方が不足しがちになったので、修業の
ために三味線を稽古していた中村時若も床に乗るようになった。本来ならば役者が三
味線方を兼ねることはあり得なかった。
長唄連　長唄連も2組4人は居り、常磐津連中も兼ねた。多恵子の母 道子はお家さん
として夫の世話をすると同時に長唄連としても活動した。
下座　黒

く ろ み す

御簾内で囃子方として三味線を弾き、鳴物を担当する下座も4人程度は居た。
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道子の妹 登美子は団四郎一座でも市蔵劇団でも下座を担当した。
衣裳方　衣裳のうち腰紐だけは役者の個人持ちだが、着物、襦袢、帯揚げ、足袋は衣
裳方が用意した。岐阜県関市の片岡重三郎、片

かた

重
じゅう

と呼ばれる衣裳屋が歌舞伎専門で比
較的良い衣裳を扱っており、知識もしっかりしていたので重宝した。片重から縫い物
も刺繍もできる片岡ジュウタンともう一人の2名の衣裳方が派遣され、市蔵劇団に随
行していた。
　しかし昭和30年頃からジュウタンさんが加齢により、代替者が来たり一人しか来な
かったりになったため、昭和40年過ぎに衣裳を全部買い取り、保管倉庫も用意した。
必要な衣裳は新たに作り、袘

ふき

や襟を替えてやりくりした。新調の際は京都で織物を調
達したがやはり昭和40年前後から生地の素材が悪くなり、見事な刺繍をしても見栄え
の悪いものになり「時代が悪かったよね」と多恵子は回想している。
床山　床山は鬘屋から派遣され、鬘と簪を管理した。愛知県岡崎市に本拠地のある鬘
屋松
まつ

床
とこ

が用意する鬘は「松竹に負けないくらいの良い」ので、市蔵劇団としても自慢
だった。市蔵の若い頃からの鬘屋なので役者の頭の形や刳

く

りや好みを把握しており、
納得のいく鬘ができた。
　昭和40年頃から床山の跡継ぎが居なくなり、衣裳同様、鬘の質も次第に落ちていっ
た。
小道具係　行灯などの「置き道具」や「持ち道具」と呼ばれる小道具を担当した。
小裂係　「小裂係」は劇団のスタッフで、手甲、脚絆、裾よけ、腰巻きなどそれぞれ
の役に使う小物を管理する。裾よけ、手甲などは衣裳屋から出る小物だが、管理は小
裂係が行った。一人の役者が演ずる複数の役で使う小物を、一まとめにして役者名を
書いた袋に入れ、幕開前に鏡台の前に置いて配った。衣裳屋の手が足りないときは着
付けも手伝った。

3　役者の生活
役者の格による待遇の違い　戦後は役者の鑑札も廃止されていたが、暗黙の格付けが
存在した。それは楽屋での部屋決めや鏡台の並び位置、宿や宿の部屋決めに関係した
（後述）。
　劇団内では太夫元・座頭が最も上で、劇団の要となるお家さんも格が上である。多
恵子の母方祖父 初代中村芝寛の一座では芝寛とその妻だけは汽車も一等車に乗った
という。太夫元に対しては「親

おやかた

方」、座頭級の役者に対しては「オショハン（お師匠
さん）」などと呼びかける。太夫元の娘や息子に対して普通の役者は「お嬢さん」「ぼ
ん」｢若旦那｣などと呼びかけ、格が同程度の役者同士は本名で呼び合っていた。市蔵
劇団では、息子の良浩、勝三は「若旦那」と呼ばれたが、市蔵の意向で息子たちは下
廻りから修業をしたので「本来なら太夫元の隣の鏡台のはず」だが、特別待遇はされ
なかった。娘の智子、多恵子は父市蔵と同じ宿に泊まるなど、若年でも一般の役者よ
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りは格上の待遇がなされた。「女だったから」父親が心配したのだろうと言うが、他
所から入団した者が多恵子のことを「タエちゃん」と呼んだとき母 道子が叱責した
事例から、一般の役者より格上とされていたことが分かる。
宿泊場所と部屋　興行師が決めた旅館やホテルに泊まったが、役者のランクによって
宿は異なった。芝居小屋の楽屋に布団もあったので下廻りの役者は楽屋に泊まった。
幹部連中は宿屋に泊まったが、割り当てられた部屋の床の間の有無をとても気にし
た。先乗りが部屋割りをして部屋の入り口に名前を貼っておくが、役者たちは到着す
ると「私はあの人より上だ」などと先乗りに文句を言う役者も居た。
　たまに田舎に行ったとき、座頭は村長の家、などと割り振って集落の中の家々に分
宿した。
食事　食事のことはゾウヨ（雑

ぞうよう

用）という。これも幹部役者と中堅どころの役者と下
廻りとでは待遇が異なった。多恵子と時若が結婚する前、時若はワンランク下の宿に
泊まっていた。市蔵の宿にたまたま時若が来たので多恵子が「時ちゃん、御飯たべ
る？」と誘い、お膳に付いてみたら「ええご馳走やった（笑）」ので、格差がはっき
り分かったのだという。
　旅館のない地域では弁当も民泊している各家の人が楽屋に運んでくれた。「おらが
町の自慢の田舎料理をいっぱい持ってきてくれるんです」。稲荷寿司や山菜などのヤ
マノモノ、ときには鶏をわざわざつぶしてご馳走を振る舞ってくれた。田舎の人にし
てみればお役者様に対する精一杯のもてなしであったろう。ところが「けちな村長に
当たるとゾウヨが悪くてね。下廻りが泊まってる家の弁当の方がおごっつぉう（ご馳
走）で、それをもらったこともあるの」という笑い話もある。
楽屋風呂　芝居が終われば楽屋風呂に入ったが、風呂場は一つだった。「長男と次男
の妊娠中、福太郎さんが劇団に居たけどお風呂も平気で一緒に入ったわよ。女でもな
いもん、かまへん、っていう感じ（笑）。裸になっても当たり前やっていう感じが
あったからなぁ。身体の空いたもんから順番に入った。色目で見られたらたまらん
わ。それに、恥ずかしいなんて言うとったら一緒に仕事できひん」と多恵子はいう。
邦楽の修業　修業の一環として役者も長唄や義太夫ができるべきと考えられた。とく
に女方は『阿古屋』にしても『朝顔日記』にしても琴や三味線は必須である。義太夫
方は胡弓まで演奏できる師匠も多く、楽屋で稽古を付けてもらった。
巡業先の楽しみ　劇場の系列映画館には無料で入れたので昼間に行くこともあった。
一回興行の時は余裕があり、よその公演なども見に行った。多恵子はデパート歩きが
好きなので、現地に乗り込んだら開幕前に繁華街のデパートに出かけるのも巡業先の
楽しみだった。
幕内話　芝居の幕間や終了後、楽屋の火鉢の脇などに集まってお喋りをよく行った。
話の中心になって面白い話をする人を「胴

どう

取
とり

」と言った。「うちらの父の世代の連中
は胴取りがなんじゃかんじゃ言い出したら皆寄ってきて、いろんな話聞いてね。私ら
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も色ごとの話から芝居の蘊蓄やら失敗話やら、シバイバナシ（芝居話）を小っちゃい
時から聞いてたんやけどね」。子供が居ても彼らは平気で卑猥な話もしたというが、
芝居の失敗話は聞いておくとためになった。
ご贔屓へのサービス　「父も姉も絵が上手で、サインするときパッと女方の顔とか書
いて」渡したという。コース表を送ると、熱心な贔屓の中には「毎年だんだん腕が上が
るのを見るのが楽しい」と毎年来てくれる人もあった。常打ちするような所では終演
後にお座敷がかかることもあったが、女役者は座敷に長く居ることも憚られたので長
居はしなかった。新潟県燕のバス事故（後述）で左手を怪我しながらも多恵子は熱心
なご贔屓のために舞台に立った。この方からはスプーンのセットを贈られたという。
休みの間　ニハチと言って2月と8月は興行しないことが多かった。市蔵劇団は8月に
北海道に行ったので、2月が休みだった。休みの間は岡崎市の実家に市蔵の弟子が何
人も居候しており、その世話は母 道子が行った。昭和20年代には弟子の中に普段の
仕草も女らしい女方の男役者が4人もいた。お喋りは得意で「4人居ると姦しい」が、
「何人も居ても一人も手伝わん」と母がぼやいていたという。彼らは頼まれたお使い
の際も芝居をしながら途中わざとおこつく14など、ふざけて買い物をしていたという。
まるで上方落語「蛸芝居」のような場面が想像でき、つかの間の休みの愉快なエピ
ソードである。
女役者の妊娠　女役者は夫やパートナーも役者で一座する場合が多く、妊娠してもた
いていは舞台に立った。「多見丸・女升（九女八）」で活動していた九女八が「大きな
おなか
4 4 4

で八汐（先代萩）をやっていた」のを森毅は実見している［森 1998：71］。多
恵子も同様で、静御前など打ち掛けでお腹を隠せる役を演じることが多かったが、年
間の配役は簡単には替われず、ひどい悪阻でも『朝顔日記』の舞台で朝顔を演じて琴
を弾いた。「それでも初めての妊娠の時は舞台で相当派手なことをしたけど、何とも
なかった」のだそうである。
子育てしながらの役者勤め　昭和34～35年頃、多恵子が長男を産み、子を預けて出演
した頃には舞台で寝たことが何度もあった。『太功記十段目』で、夫 時若が十次郎、
多恵子が初菊をしたとき、「背中が重いと思っていたら、お前が寝とった」ことも
あったが、自分の台詞のところで穴を開けることはなかったという。その頃までは芝
居小屋での公演が多かった。小屋の裏には干場があり、井戸や水道もあったので、襁
褓も洗って干していた。ところが昭和40年生まれの次男の頃は市民会館が多くなり、
裏に干し場も洗濯場もないため苦労をした。「会館だとおしめが干せないじゃないで
すか。それで工夫してね。電熱器を置いてその上に餅網を組んで箱みたいにして、お
しめを干してね。あとはね、おしめのサイドを縫わないで手ぬぐいのようにしておけ
ば干しても分からないでしょ。ところが、ある所で温度が上がってピーって警報器が
鳴ってしまって、係の人が飛んできたんや」。こんな失敗談もあった。男の役者も襦
袢などを自室に沢山干していた。芝居小屋のあった時代に比べるとやりにくかった。
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4　迷信と事故
迷信　『四谷怪談』のときには「お岩さんとこにお参りに行く」かまたは劇場でお祀
りをした。初代市川団四郎一座の話であるが、昭和22年4月松前江差の江差座で『四
谷怪談』の公演中、劇場が全焼した［江差町 1997：285］。団四郎は劇場側にお祓い
を頼んでおいたが、行ってみたらやっていない。時間がないので幕を開けたが、「隠
亡堀の場」で使う塔婆を「作った人と書いた人と持って出た人」の3人がその晩の火
事で焼死した。当時、多恵子の母方叔母 登美子は戦死した夫の忘れ形見二人と一座
しており、下の子をおぶって逃げたが娘は火傷を負った。
　初代団四郎の長女 由枝（二代目団四郎妻）も「拝んでからやらないと何かあるから、
『四谷怪談』でも『累』でも舞台に塩を撒いて始めます」と語る。「母が電車の線路に
躓いて転んで怪我をしたとき額を打ってみるみる腫れたんです。で、旅先の父に連絡
して『四谷怪談演ってるでしょう』と聞いたらやっぱり演ってた」と言う。大歌舞伎
でもいまだに公演前にお祀りをするニュースを目にするが、彼らも怪談物を演ずると
きにはかなり気を遣っていたのである。
事故　昭和32年頃の7月、新潟の三条から燕に向かっているとき、貸し切りバスが田
圃に転落し何人も怪我をした。子供は飛んでも怪我がなかったが、多恵子は左肘を打
ち、割れたガラスで足を切り、泥だらけになった。皆泥だらけで全員病院に運ばれた
が、たまたま断水ですぐには洗ってもらえず辛い思いをした。手当後、燕まで行き、
怪我のない人だけで開幕した。多恵子は自身の熱心なご贔屓が待っていたので『お半
長右衛門』のお半の役を包帯を隠しながら演じた。この頃はまだ小屋に大道具があっ
たので開幕できた。次の公演先では夫の時若が、借りたリヤカーで多恵子たち怪我人
を乗せて通院するという苦労もあった。
　先にも述べたが、昭和36年9月29日京都府園部市園部会館で公演中、人が入り過ぎ
て中二階が落ちて死者も出た。違法な増築による建築であったために大入りの二階が
持たなかった。舞台が開いてまもなく「三番叟を踏んでいるときにグワーッとスロー
モーションのように二階が落ちた」ことを多恵子は記憶している。
　また金比羅の金丸座で大道具の木戸が倒れ、母 道子の三味線に当たり大破すると
いう事故もあった。長く公演していれば、いろいろな事故に遭った。
病気　多恵子が『道行』の静御前をしていたとき、忠信が足を踏む度に腹に響き、痛
み止めを飲んでも痛みが止まず、芝居の終了後に病院へ行った。虫垂炎で即手術と
なったが、旅先で病人や死人が出ても巡業は止められない。子供も居るので、衣裳方
の女性が残って付き添ってくれた。舞台優先で本隊は移動してしまうので、病気にな
ると大変だった。
舞台で死ぬこと　初代福太郎は舞台に出る拵えをして、大きな姿見に映った自分の姿
に満足したような顔をした直後、そのまま倒れて不帰の人となった。「あれいいよね。
もう満足して、女方の姿で舞台で死ぬって」と多恵子は言う。
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戦争　多恵子の父方の義理の叔父 初代岩井小紫、大森運平四女登美子の夫 片岡英男
（役者名は仲之助）、二代目中村芝寛の大森栄、市川荒五郎の藤田良浩は出征し、小紫
と仲之助は戦死した。初代小紫は華奢な体つきの女方で、楽屋から泣き泣き出征した
ことを勝三は覚えている。おそらく30歳過ぎての召集だった。一方、良浩は短い期間
で外地には行かなかった。羽二重製の落下傘をもらって帰還したので、母 道子が絞
り染めをして縫い、多恵子の振り袖を作った。思わぬ余得だった。
　また、藤田家の自宅は愛知県岡崎市にあったが、空襲で家が焼失した。おそらく昭
和20年7月20日の空襲と思われる。多恵子は10歳で巡業中だった。母は荷物整理をし、
大事な物を持ち、6歳の勝三を連れて自宅を出てまもなくのことで「もう少し終戦が
早かったら、家は残ったのに」と母がよく言っていたという。

Ⅳ　考察――長期の活動ができた市蔵劇団

1　大歌舞伎の仕来りの継承
　市蔵劇団は大歌舞伎の仕来りを踏襲していたことがわかる。暗黙の役者のランク付
けが存在し、それが宿泊部屋や楽屋部屋の善し悪し、楽屋内の鏡台の位置（順序）、
食事などの待遇の上下などに現れる。目に見えるランク付けではないので、しばしば
「自分の方が上」などの文句も出た。これは大歌舞伎の世界でも同じであり「封建的」
と言ってしまえば埒もないことだが、上下関係を重んじる社会であったといえる。
　その上下関係の基準の一つに「門閥」があり、名のある役者の子ならば年が若くて
も順位は上とされる。小芝居の場合門閥はないが、太夫元あるいは座頭の子は粗末に
はされなかった。市蔵劇団でも多恵子や勝三は「お嬢さん」「若旦那」「ぼん」と呼ば
れ、年上でも新入りの役者が「タエちゃん」などと名前で呼ぶことは許されなかった。
自分の師匠を「親方」と呼ぶのも大歌舞伎にある呼称である。
　通し稽古などをほとんどしないのも大歌舞伎に準じている。歌舞伎には演出家はい
ない15。それぞれの役者が工夫し、主演役者が主となって組み上げていく演劇である。
主となる役者に習い、義太夫と打ち合わせはしても、全体を統括する演出家がいない
のは大歌舞伎同様であった。
　また、『四谷怪談』など怪談物の上演時にはお祀りをすべきという仕来りは大歌舞
伎でもいまだに続いている。市蔵劇団の場合、名題役者の出入りもあり、大歌舞伎に
準じた習慣を踏襲していたことがわかる。

2　全国を巡業した歌舞伎専門の職業集団
　巡業コースで見たように全国で公演した。兵庫県の高室芝居（播州歌舞伎）や愛知
県三河地域の万人講も一座を組んで地方を廻ったが、その範囲は限られており、また
基本的には農閑期に上演をする形のセミプロの地役者集団であった。一方、市川市蔵
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（藤田栄）の出身地は三河ではあるが万人講との関わりはなく、兄 巽太夫も市蔵も大
歌舞伎から出発している。市蔵劇団は地域限定の地役者ではなく、歌舞伎専門で全国
を廻る関西系中芝居の職業劇団であったことを確認しておく。
　また昭和35年前後まで市蔵劇団以外の小芝居劇団の活動が続いていたことも明らか
となった。のちに三代目市川白蔵を襲名した市川門三郎一座は昭和30年まで全国を巡
業し［藤尾 1972：70］、嵐八千代一座もその頃まで活動していた。昭和35年頃までは
片岡延若一座、多見丸・女升（九女八）一座、鶴之助・右鶴一座、女役者澤村茂美次
一座も活動していたが、昭和40年頃には存続が難しくなった。一方、細川興行と市川
市蔵劇団はそれらの役者たちの受け皿となり、時代の変化に対応しつつ昭和40年代も
全国で歌舞伎を上演し続けた。

3　時代に対応した興行
　市蔵劇団は時代に対応してきたことがわかる。映画全盛期になっても芝居小屋を回
ることで公演を続けたが、昭和40年頃から小屋にスクリーンが張られ、必ずあった常
式の大道具がなくなった。それによって存続できない小芝居劇団が増えたが、市蔵劇
団は大道具を持参しての公演に姿を変えることで存続した。さらには「市民会館」が
増え、設備の不十分さに加え会場借りの時間制限という制約の中、演出や脚本の増減
を行い、上演中であっても臨機応変にカットや延長を自在にこなしていた。そのよう
な対応適応力があったが故に昭和50年まで公演を続けることができた。

4　太夫元としての市蔵の手腕
　そうした対応ができたのも市蔵の太夫元、興行師としての手腕があったからであろ
う。戦前から座組をして成功させ、資金にも余裕があったようである。映画全盛期の
昭和30年頃に劇団をもう一つ作った事実からも、その手腕のほどが見える。前払いで
給金を支払い、不払いがなかった事も経営の手堅さを物語っている。多くの一座では
給金が払われずに解散したなどの話が多い。市蔵の座組の力と、魅力的な演目の組み
合わせを考え出す力と地元興行師との交渉力が長期の活動を可能にした。
　それに加えて市蔵を中心とする役者家族のそれぞれが腕を持つ役者であり、加入し
てきた座頭級役者たちが最後まで在籍していたことも相まって、観客を喜ばせる座組
や演目構成を作ることができた。その結果、劇団を長く存続できたのである。

Ⅴ　おわりに

　昭和50年まで活動した市川市蔵劇団の活動の変遷、興行の形態、役者の日常などを
主に聞き取り調査により再構成した。小芝居の全盛期は明治・大正期で昭和期はその
衰退期とされている。その歴史的流れは間違いなく、昭和期の、とくに戦後の小芝居
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は「残存」として注目されてこなかったが、昭和の後期まで時代に対応しつつ活動し
ていた小芝居が存在していたことは事実である。
　それにしても、花道やスッポンがなく、楽屋に泊まれない、衣裳（時にはお襁褓）
を干す場のない「市民会館」が作られていったのはまさに高度経済成長期を象徴する
できごとである。それらのない舞台に困惑したのは歌舞伎劇団だけではなく、新国
劇、新派、新劇あるいは剣戟（大衆演劇）の劇団も同じであったろう。それまでの文
化を考慮せず、箱物だけを作ってきた日本の行政の見識の無さをここに見ることがで
きる。
　そういった時代の中で存続した小芝居は仕来りとしての歌舞伎の世界を踏襲してい
たが、それだけではなく、［浅野 2022a，2022b］で明らかにしたように、近代の大歌
舞伎が失った江戸期の歌舞伎の香りさえも継承していた。岸田劉生言うところの「芸
術的に高級なる卑近美」［岸田 1948：34］を継承した歌舞伎を1970年代まで保持する
劇団が存在していたことはしっかり記憶にとどめるべきと考える。

　本稿は文科省科学研究費補助金2019年度 基盤研究（C） 19K01235「関西系小芝居（中
芝居）の活動実態と地芝居との影響関係―地芝居の価値再発見に向けて」の補助を受
けて進めている研究の一部である。
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注
1）	 中芝居で名を馳せた女歌舞伎役者 市松延見子、本名松尾波儔江を看板役者として、その夫 松尾國三が太
夫元で興行した中芝居劇団。［浅野 2021］を参照されたい。

2）	 歌舞伎専門の中芝居劇団。市蔵劇団に次いで近年まで活動し、1970年に解散した。細川興行についても
［浅野 2021］を参照されたい。

3）	 2011年から岩井小紫師（兼元多恵子氏）と市川団四郎師（今井勝三氏）に数多くのインタヴューを実施
している。とくに小紫師に対しては50回以上のインタヴューを行い、その内容が本稿のデータである。
なおこのデータには2011～17年頃まで濱千代早由美氏とともに行ったデータも含む。

4）	 本稿で触れる役者の経歴などは［浅野 2021］に記述したため、本稿では触れない。また、本文中の登場
人名は敬称を省略し、役者の名前のみ旧字体を使用する場合がある。

5）	 藤田栄の大歌舞伎時代を知っている四代目澤村可川は栄のことを後々まで「田左衛門さん」と呼んでい
たという。

6）	 座頭兼劇団の運営も行う興行師的役割を言う。後述。
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7）	 大森家、藤田家、今井家の人々の詳細は［浅野 2021］を参照されたい。
8）	 松竹の名題で腕があっても門閥でないために良い役の付かない役者達が、1941年に松竹を離れて結成し
たのが新鋭歌舞伎である。1950年過ぎには解散し、団員たちは小芝居畑で活躍した。［浅野 2021］を参照
されたい。

9）	 のちの市川女升。明治期に活躍した市川九女八ではない。
10）	［近代歌舞伎年表編纂室 2005］に1946-47年頃、京都西陣劇場で何度も公演した記事がある。
11）	［近代歌舞伎年表編纂室 2005］には「東京大歌舞伎」を冠した小芝居劇団が数多く散見される。
12）	歴史的には江戸三座は花道下の通路はなく、西桟敷の後ろ側を用いた。
13）	歴史的には意味が変容している［藤波 1983］。
14）	「おこつく」は演技用語。心の動揺などを躓く仕草で表現する演技で歌舞伎や日舞で使われる。
15）	現在の大歌舞伎には演出家を置く演目がある。
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